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質問： 「ITが変える農業」という話題で青果物流通業者さんを相手に 80分の講演す

ることになりました。どのような内容が良いか教えてください。 

 

ChatGPT 

「ITが変える農業」という話題で青果物流通業者さんを相手に 80分の講演を行う際

の構成を提案します。以下の内容を基にして、具体的な事例や最新の技術動向を取

り入れると効果的です。 

講演構成 

1. 導入 (10分) 

o 自己紹介と講演の目的 

o 農業と ITの関係性の概説 

o 今日の講演の概要 

2. IT が変える農業の現状 (15分) 

o 精密農業の紹介 

▪ ドローンによる作物の監視 

▪ センサー技術による土壌のモニタリング 

o データ分析とビッグデータの活用 

o スマート農業プラットフォームの例 

▪ 例：FarmLogs、Climate FieldViewなど 

3. 青果物流通業者にとってのメリット (20 分) 

o 物流とトレーサビリティ 

▪ RFID タグとブロックチェーンによる追跡 

o 在庫管理の効率化 

▪ IoTデバイスによるリアルタイム在庫管理 

o 需要予測と供給調整 

▪ AIによる需要予測モデル 

▪ 天候データと市場データの統合 

4. 成功事例の紹介 (15分) 

o 世界の成功事例 

▪ オランダのスマートグリーンハウス 

▪ アメリカの大規模農場での IT活用 

o 日本国内の成功事例 

▪ 地域ごとの事例紹介 

▪ 特定企業の成功ストーリー 

5. 今後の展望と課題 (10分) 

https://blitzportal.com/startups/FarmLogs-DrxmVGXO
https://climate.com/
https://aidiot.jp/media/logistics/post-6060/
https://www.upr-net.co.jp/info/case-iot-usecase-14.html
https://www.tryeting.jp/column/1249/
https://www.intage.co.jp/service/platform/sriplus/jwa/
https://www.ymizuki.com/entry/autonomous-greenhouse-challenge2
https://dx-consultant.co.jp/overseas-smart-agriculture/
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o 未来の農業技術 

▪ ロボット農機の進化 

▪ 人工知能と機械学習のさらなる活用 

o 現在の課題とその解決策 

▪ データの統合と標準化 

▪ 小規模農家への IT普及の支援 

6. 質疑応答 (10分) 

o 聴衆からの質問に答える 

o 講演内容の振り返りと追加の説明 

詳細内容例 

精密農業の紹介 

• ドローン: 高解像度カメラで作物の健康状態をチェックし、必要な施肥や水や

りのポイントを特定。 

• センサー: 土壌の湿度、温度、pHなどをリアルタイムでモニタリングし、最適な

作物育成条件を維持。 

データ分析とビッグデータの活用 

• 農業データ（天候、土壌、作物成長）を収集し、データ分析を通じて最適な栽培

方法を提案。 

在庫管理の効率化 

• IoTデバイス: 各種センサーと連携し、リアルタイムで在庫状況を把握。無駄

な在庫を減らし、コスト削減を実現。 

需要予測と供給調整 

• AIを活用して、過去の販売データや市場トレンドを分析し、将来の需要を予

測。これにより、過剰生産や不足を防止。 

このような構成で講演を行うことで、青果物流通業者の方々に IT技術の可能性と具

体的な導入メリットを伝えることができます。また、具体的な事例やデモンストレーショ

ンを含めると、より理解が深まりやすくなります 

https://agrijournal.jp/renewableenergy/73242/
https://minorasu.basf.co.jp/80820

